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問題と目的

• 当事者研究は、

2002年、浦河べてるの家に

よって始められた、精神障
害をもつ人々を中心とした
当事者の当事者による当事
者のための研究。日本全国
と海外にまで広がる。

・「当事者研究の研究」

もある。

・べてるまつり名物は、

「幻覚＆妄想大会」
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べてるまつり会場



浦河の町・海・空・牧場



問題と目的

• 当事者研究とは、

「病気を体験した当事者自身が、仲間や関係
者と一緒に自分の生きづらさの意味を考えたり、
解消策などについて研究し合う活動」（向谷地，
2015）

・「本人の苦労の研究で、科学論文と同じ体裁」

（大高・いとう・小平，2010）
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問題と目的

• 研究テーマとは、

「悩みや行き詰まり」

（向谷地，2009）

• 自己病名とは、

「自分たちで一番実感できる

自己流の病名」

（伊藤知之，2007） 表紙：伊藤知之さん

自己病名：「統合失調症全力疾走依存あわてる誤作動タイプ」
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問題と目的

• 「自己病名をつけて、そ
れを誰かに説明できる
ということは、回復（リカ
バリー）における大切な
要素」（べてるしあわせ
研究所･向谷地，2011）

• 自己病名と研究テーマ
の表現の特徴を明らか
にすれば、当事者視点
からのリカバリーに示
唆が得られると考える。
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方法：分析対象
メンタルヘルスマガジン『こころの元気+』

NPO法人・コンボ発行

2007年3月創刊

当事者が表紙モデル

毎号、当事者・家族の体験談を多く掲載

リカバリーの語りの共有を可能に
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方法：分析対象 メンタルヘルスマガジン

• 『こころの元気＋』

「べてるの家の当事者研究」
120回連載の記事

2007年5月号（第1考）～2017年4月号（第120考）

「自己病名」「研究テーマ」を抽出した

• 倫理的配慮：分析対象の雑誌は一般に出版・公開されており、著作権に配慮し、著者の表
現や言葉など改変せず、引用部分を明示し、出典を明記した。
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方法：分析方法

• テキストマイニング分析
Text Mining Studio Ver.5.2

• 「研究テーマ」
単語頻度分析

原文参照

• 「自己病名」
単語頻度分析

原文参照

• 加えて自己病名については、その説明の記
述内容に沿ってカテゴリー化を行った
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結果：分析対象

120記事に出現した自己病名＝136個

自己病名に医学的診断名「統合失調症」の表記を

含むものに焦点を当てた（単語頻度の出現頻度は1位）

⇒ 52記事より57個の自己病名を抽出した

（1記事を複数名で執筆した当事者研究がある）

52記事の出版年※分析対象の期間で（）内は記事数を表す

2007年（6） 2008年（9） 2009年（7）

2010年（9） 2011年（5） 2012年（7）

2013年（4） 2014年（2） 2015年（3）

2016年（0） 2017年（0）※2017年4月号120考まで
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結果：「研究テーマ」
• 基本情報 • 単語頻度分析

出現頻度の多かった上位10単語

研究（118）

付き合う（15）

苦労（13）

メカニズム（6）

幻聴さん（6）

当事者研究（6）

脱却（5）

仲間（5）

助ける（4）

爆発（4）
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結果：「研究テーマ」の原文参照
（研究テーマの例）

阿部智穂 幻聴さん依存からの脱却の研究

伊藤知之 全力疾走依存の研究

亀井英俊 緊張さんとのつきあい方の研究

沼尾美代子 男性依存と爆発からの脱却の研究

森 亮之 被害妄想爆発からの脱却の研究

千高のぞみ ドラマチック幻聴さんとのつき

あい方の研究

松原朝美 自分の運転の仕方の研究

浅野智彦 息子関白の研究

本田幹夫 雰囲気の読み違い誤作動の研究

山根耕平 昔の苦労のよみがえり現象の研究

池松靖博 緊張爆発＆罵声いじめ現象の研究

• ことばネットワーク
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結果：「自己病名」の単語頻度分析

出現頻度の多かった上位10単語

統合失調症（57）

タイプ（29）

症候群（7）

コントロール障害（6）

お客さん（5） 淋しい（5）

依存タイプ（4）幻聴さん（4） 慌てる（4） 人（4）
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結果：「自己病名」の４カテゴリー

• 「統合失調症」の表記を含む自己病名57個

• 記述内容に沿ってカテゴリー化

4カテゴリーに集約（表１）※（）内は自己病名の個数で合計57個

「症状とのつきあい」（28）

「自分とのつきあい」（15）

「人とのつきあい」（13）

「仕事とのつきあい」（1）
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考察：自己病名の構造
自己病名≒診断名＋弱さの情報公開
• 自己病名の組み立て方について

• 医学的診断名の統合失調症の後に、

「～型」「～タイプ」が付けられる特徴がある

自己病名の意味内容から読み取ってみると、

「～型」 ⇒原因「～なので」（診断名）

「～タイプ」 ⇒結果「こうなっている」

（＝生活上の困ったこと＝「弱さの情報公開」）

自己病名は自己開示uncoverする方法（uncovery）

当事者研究で発見 (discovery)の過程（「自分自身で、とも
に」）

実験して回復の過程（recovery）(失敗しても「苦労だらけで順
調」)
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考察：自己病名をつけることの意味
●自己病名を考える＝
・どのような支援のニーズを持っているのか…知っている
・「自分の苦労の主人公」になるための重要なプロセス

（べてるしあわせ研究所・向谷地,2011）
●「リカバリー」とは？（Slade, 2013/ 2017）

・2つの意味
「病気からのリカバリー」
「人としてのリカバリー」

・「frame,framing」
経験を枠で囲う
自分なりにその経験を理解し名前をつける
その経験は自分の一部その人全てではない

◎自己病名をつけて症状のメカニズムを解明し、
症状をコントロール可能なものにしていく 18



考察：経験専門家としての当事者
• 自己病名や研究テーマにより当事者視点での苦労
が可視化され、成長と発見がなされることで、生き
づらさを仲間と共有し、「人としてのリカバリー」
（Slade, 2013/ 2017）のプロセスに役立つ意義があ
る。経験専門家としての自己病名という命名。

• 野村（2017）が述べるように、

「『統合失調症』は医療者という第三者の体系（コ

ンテクスト）からの命名なので、当事者は異なる捉

え方をする」「患者やクライエントを『経験専門家』

と捉える」視点が重要であり、人それぞれのリカバ

リーがある。 19



考察：当事者研究のUDRサイクル

(1) Uncovery: 弱さの情報公開、

自分自身でともに、外在化

(2) Discovery: 当事者は自分の経験専門家

三度の飯よりミーティング

(3) Recovery:  いい苦労に、

（苦労だらけで）「それで順調！」
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考察：当事者研究のUDRサイクル

Ｕncovery

Ｒecovery Ｄiscovery

U 公開：経験の共有
D 発見：経験専門家
R 回復：良い苦労

ＵＤＲサイクルは、

べてるの家の当事者
研究における
公開・発見・回復
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ありがとうございました
• ご自由にお取りください

• 本研究はJSPS科研費15K11827の助成を受けた。
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COI開示

• 筆頭者および共著者には、演題発表に関連し、開示すべ
きCOI関係にある企業・組織および団体はありません。
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